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１．概要（Summary） 

地球上には、極限環境から人の体内にまで膨大な数・

種類の微生物（細菌・古細菌）が存在しているが、それら

環境中の微生物の 99％以上は未だ培養できないことが

知られている。そこで、本研究では環境中に設置するだ

けで複数菌株を（選択的、または非選択的に）その場で

分離・純粋培養操作を行うことが可能という、新しいコンセ

プトに基づく手法の開発、実証、汎用的使用を目指した

検討を行った。培養デバイスの鍵となる構造は、培地が充

填された培養チャンバーとそこから外部につながる１本の

細い管：ナノチャンネル（微生物細胞と同等の大きさの貫

通孔（直径 1 µm程度））から形成される。外部環境（実環

境中）に存在する微生物は、ナノチャンネルの入り口付近

で増殖を開始し、分裂を繰り返して最終的に培養チャン

バーに到達する。外部に存在する別の微生物は既に増

殖した細胞にブロックされて侵入できないため、結果とし

て培養チャンバー内では単一の菌種（クローナルな培養

株）のみが増殖する（Fig. 1） （Tandogan and Aoi et 

al.）。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

PDMS加工装置（プラズマエッチング） 

【実験方法】 

シリコンウエハ上に形成した構造体の上に PDMSを材

料として作成した部位を上記の PDMS 加工装置（プラズ

マエッチング）を用いて、所定の位置に接合することで、

分離培養デバイスの全体構造を作成した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

大腸菌（Echeｒichia coli）をモデル微生物に用いて、

同装置の性能試験を行った。E. coliの培養液をサンプル

として培養チャンバーの外部環境（ナノチャンネルの入り

口が存在）に供試したところ、培地が充填された培養チャ

ンバー内で数日後に増殖が確認できたことから、想定ど

おりにナノチャンネルを微生物（E.coli）が通過し、チャン

バー内部で増殖したと判断した。ただし、模擬複合系

（E.coliとMicrococcus leuteusの混合）をサンプルとして

用いた場合に、純粋菌株が得られない場合が少なくない

ため、構造または、培養方法にさらなる改善が必要である

ことが判明した。現在、培養プロセスの再構築やデバイス

のデザインの変更などを検討中である。 
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Fig. 1 Conceptual image for microbial isolation 

from the mixture of multiple microbial types. 


